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　上顎洞底挙上術に関して 1980 年から数多くの肯定的な論文が報告されており、AOコンセンサス会議や ITI コンセンサス
会議等においても造成部位のインプラント残存率は既存骨に埋入したインプラント残存率と同等であることやインプラント
治療のための骨造成法として予知性の高い手法であるとのコンセンサスが得られている。
　一方、上顎洞底挙上術の普及に伴い、上顎洞関連のトラブルが増加していることは周知の事実である。そしてトラブルの
一因として、術者が手術の難易度を把握せず、かつ十分な知識とスキルを習得しないまま安易に手術を行うことが懸念され
ている。
　そこで本講演では、上顎洞底挙上術のコンセンサスを再確認した上で、初心者でも使用しやすい CT画像分析による上顎
洞底挙上術の難易度分類（ST分類）を紹介するとともに、難易度を基にして上顎洞底挙上術の安全性と確実性を向上させる
ための手術手技に関して詳細に解説する。さらに、演者の 35 年に渡る上顎洞底挙上術の臨床経験から、演者が経験した上顎
洞関連のトラブル例を提示しながら様々なトラブルへの対処法や回避法について解説を加える。
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